
 秋を締めくくる１１月も、たくさんの行事が

あり、そのたびに生徒たちの成長を感じること

ができ、嬉しくなりました。本当は毎日、どんど

ん成長しているのですが、案外気付かないもの

です。 

  

 

 有年幼稚園、原幼稚園の園児達が中学校に来

てくれました。家庭科の実習で、３年生が紙ヒ

コーキ飛ばし、輪ゴム鉄砲の的当て、フルーツ

バスケット、鬼ごっこなど、ゲームを考えて園

児達と一緒に遊びました。小さかった頃を思い

出した生徒もいたで

しょうが、学んだこと

が多かったようです。

将来、保育士や幼稚園

の先生になる人もい

るかもしれません。 

             有年地区は津波被 

害の対象地域ではあ

りませんが、地震や津波の危機に遭遇した時の

ために全校で避難訓練をしました。 

 授業中、地震があり、

運動場へ避難。津波警報

が発令され高台への避

難までが一連の訓練で

した。まずは身の安全確

保が最優先。災害大国日

本に住んでいることを

忘れてはいけません。            

 

 

 文化祭にはたくさんの方にお越しいただきま

した。ありがとうございました。文化祭開催に

向け、全校生徒が力を入れて取り組みました。

合唱やダンスなどステージ発表もありましたが、

美術や家庭科、理科、社会など授業中、個人で取

り組んだ作品も見ていただくことができました。 

 日頃、見ることのできない生徒たちの様子を

ご覧いただけたのではないかと思います。 

 コロナ以前の文化祭を知らない生徒たちが、

取り組みの中で試行錯誤をくり返しながら本番

を迎えました。観客の拍手や反応や仲間の反応

から自分たちの出来映えを確認できたと思いま

す。生徒会の大きな仕事がまたひとつ終わりま

した。２年生へのバトンタッチが目の前です。 

           加西市の鶉野飛行場跡 

          を訪れ平和について考え 

ました。実物の防空壕や機銃座などが残ってい

て、戦争当時の資料の展示の他、機銃や紫電改

の実物大模型も

ありました。ガイ

ドさんの説明を

聞き、当時の状況

についてより深

く理解できたと
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オープンスクール・文化祭 

平和学習（２年） 

（当たるかな？ 輪ゴム鉄砲） 

（机の下に入って安全確保） 

（八幡神社まで避難） 

（鶉野飛行場資料館での様子） 

（文化祭：ダンス発表会） 



思います。教室で学ぶだけではわからないもの

を感じられたと思います。 

             中学校には毎日、色 

々なお客様がお越しに 

なられます。そのときに「有年中学校の生徒さ

んは、いつも気持ちのいい挨拶をしてくれます

ね」と、よくお褒めの言葉を頂きます。 

 生徒のみなさんのおかげだと、本当にありが

たく思います。 

 知っている

ことと、実際に

できることの

間には大きな

差があります。誰でもできることを、きちんと

やり続けることはとても大切なことです。 

 今年も関西福祉大学の先生からマナーについ

て学びました。まずは見た目、そして中身もグ

レードアップした有年中生徒を目指してくださ

い。知らないとはできない、知ったらやろう！ 

             一年間の成果は、 

            １１月までで評価 

して考えるのがいいと思っています。 

１１月の終わりに、一年を振り返り、来年は

どんな一年にしたいのか、明日からの毎日を、

どう過ごしていくのか、具体的に計画して実行

するのです。じっくり時間をとって、目標や計

画、実行することを書き出していきます。でき

るかできないか、やったことが無いとか気にす

る必要はありません。大切なことは、本当に「な

りたい自分」を書き出すことです。   

そして 

１２月から

新しいスタ

ートを切る

わけです。

まず実行す

ることが最 

                重要です。 

１日だけだったら、かなりしんどいこともで

きるのですが、１日で達成できないことなら長

期計画が必要です。今の自分が、ほんの少し努

力すれば達成できる量やレベルを設定して、１

週間とか１ヶ月の計画（ｽﾓｰﾙｺﾞｰﾙ）にします。 

新年を迎えるまで、１ヶ月あります。何度で

も計画を修正しながら目標に向かって行動して

いきます。試行錯誤しながら、自分に合った達 

成方法を見つけていくわけです。少しずつレベ

ルアップさせていくのがミソです。 

冬は動物も植物も自分の中にエネルギーをた

め込む季節です。来年を最高の１年にするには、

新年まで待つ必要はありません。2023年の秋を

ゴール地点として、１２月から目標に向けた計

画（ｽﾓｰﾙｺﾞｰﾙ）をスタートさせよう！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１２月の行事予

定 １日（木）学校保健委員会 

３日（土）楢原交流学習会 

７日（水）義士学習 
８日（木）学校運営協議会 

１４日（水）義士祭（休業日） 
１５日（木） 
１６日（金） 
１９日（月） 
２０日（火）しめ縄づくり(1年) 
２１日（水）給食最終日 
２３日（金）終業式 
２４日（土）冬季休業（～1/9） 

習熟度テスト(3年) 

個別面談 15日~19日 

11 月の振り返り 

面接・マナー講座 

（面接練習の様子） 

（タブレットで外国人の先生と英会話の授業） 

（家庭科：調理実習） （理科：電流測定） 

（文化祭:全校合唱） 


